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社
会
保
険
庁
で
は
、
平
成

２１
年
４
月
よ
り
、
国
民
年
金
・

厚
生
年
金
の
現
役
加
入
者
の

み
な
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
定
期

便
」
を
毎
年
誕
生
月
に
お
送

り
い
た
し
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
の
大
切
な
年
金

記
録
を
正
し
い
も
の
と
す
る

た
め
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」

の
確
認
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　①
現
に
、
国
民
年
金
ま
た
は

厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険

者
で
あ
る
方

②
６０
歳
未
満
の
共
済
組
合
加

入
者
の
う
ち
、
過
去
に
国

民
年
金
、厚
生
年
金
保
険
な

ど
の
加
入
期
間
が
あ
る
方

③
６０
歳
未
満
の
基
礎
年
金
番

号
を
有
す
る
方
で
、
制
度

未
適
用
と
な
っ
て
い
る
方

①
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
期

間
（
未
納
期
間
を
除
く
）

②
年
金
見
込
み
額

・
５０
歳
以
上
の
方
は
、
将
来

の
年
金
見
込
額

・
５０
歳
未
満
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
の
加
入
実
績
に
応
じ

た
年
金
額

③
こ
れ
ま
で
の
保
険
料
納
付
額

④
こ
れ
ま
で
の
年
金
加
入
月

別
状
況
（
厚
生
年
金
加
入

中
の
標
準
報
酬
月
額
・
賞

与
額
な
ど
）

⑤
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付

状
況
な
ど

　
内
容
を
確
認
い
た
だ
き
、も

れ
や
誤
り
が
あ
る
場
合
は
同

封
の
回
答
票
に
て
、
回
答
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
昨
年
の
ね
ん
き
ん

特
別
便
に
回
答
の
な
か
っ
た
方
、

５８
歳
到
達
年
度
の
方
、
標
準

報
酬
月
額
に
極
端
な
増
減
の

あ
る
方
に
は
オ
レ
ン
ジ
色
の

封
筒
で
送
ら
れ
、
必
ず
回
答

し
て
い
た
だ
く
様
式
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
年
中
に
厚
生
年
金
受
給

者
の
方
へ
「
標
準
報
酬
の
お

知
ら
せ
」
の
送
付
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

ね
ん
き
ん
定
期
便
に
対
す
る

ご
質
問
・
お
問
い
合
わ
せ

◆
ね
ん
き
ん
定
期
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
５
７
０
―
０
５
８
―
５
５
５

◆
Ｉ
Ｐ
電
話（
ひ
か
り
電
話
な
ど
）・
Ｐ
Ｈ
Ｓ

　
０
３
―
６
７
０
０
―
１
１
４
４

○
お
問
い
合
わ
せ

　
大
方
総
合
支
所

　
住
民
課 

住
基
戸
籍
係

蕁
４
３
―
２
８
０
０（
直
通
）

　
佐
賀
総
合
支
所

　
総
務
課 
住
基
戸
籍
係

蕁
５
５
―
３
７
０
１（
直
通
）

　
高
知
社
会
保
険
事
務
局

　
幡
多
事
務
所

蕁
３
４
―
１
６
１
６（
直
通
）

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

ね
ん
き
ん
定
期
便
（
現
役
加

入
者
あ
て
）
が
送
付
さ
れ
ま
す

送
付
対
象
者

ね
ん
き
ん
定
期
便
の
内
容

年
金
加
入
記
録
回
答
票

年
金
受
給
者
の
方

「轟の滝」登山道が整備されました「轟の滝」登山道が整備されました
　２月２８日、市野瀬地区の轟の滝の登山道の整備が行われました。
　当日は、幡多緑と水の会（木山徹会長）や佐賀北部地域協議会（矢野元会長）や関係者ら１４人が参
加し、小雨の残る天候の中、合同で草木の伐採や決壊部分の修復、急斜面へ木の階段や手すりなどの設
置がされました。
　今回、この整備を計画してくださった幡多緑と水の会会長木山徹さ
んは「幡多地区でこれほどの規模の滝は珍しいと思います。存在を知
れば一度は見に行きたいと思われる方も多いのではないでしょうか。
そのためにも安心して登山できる道の整備は必要です。幡多緑と水の
会としても今後もできる限り協力していきたい」と話してくれました。

　森や緑と水に関わって活動する団体・個人が連携し、親睦や情報交
換を図りながら活動の場を広めることを目的としてさまざまな取り組
みを行っています。主な取り組みとして「こうち山の日」の取り組み
をボランティア支援し県民参加の森づくりを推進、小中高校生への総
合学習や地域での生涯学習、青少年・一般を対象とした自然体験や教
育活動、各種施設や団体などと連携し安全で住みやすい地域環境づく
りなどの自然保護活動を行っています。（会費年間２千円）　
　　　　　　　　　　　　　幡多緑と水の会　事務局 蕁３５―３６８６

幡多緑と水の会

とどろとどろ


